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人口
　　　（4月1日現在）

　男　24，631人　133人減

　女　27，728人　142人減

　計　52，359人　275人減

世帯数
　　　　15，134　　　　　1　増
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脅

，

、

き
ょ
う
か
ら
一
年
生

　
小
学
校
の
入
学
式
は
、
四
見
九
日
、
市
内

九
つ
の
学
校
で
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
と
し
入
学
し
た
の
は
、
九
百
八
十
六
人

の
よ
い
子
た
ち
で
す
。

　
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
は
、
．
お
と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ
ん
に
サ
れ

ら
れ
て
、
元
気
に
入
学
し
ま
し
た
。
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昭
和
五
十
年
度

縄

般
会
計

四
十
二
億
五
千
五
百
九
十

　
昭
和
五
十
年
度
の
日
向
市
の
施
政
方

針
を
決
め
る
議
会
で
す
か
ら
三
月
号
で

お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
市
長
の
基
本
的

な
考
え
方
が
の
べ
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し

て
市
議
会
議
員
か
ら
市
政
に
と
り
組
む

全
般
的
な
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
行
わ

れ
る
予
定
で
し
た
が
、
市
長
が
急
病
の

た
め
、
こ
の
質
問
は
と
り
や
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
に
提
案
さ
れ
た
条
例
や
予
算
な

≒
癒

，
．
憾
霧

曝
ど
の
議
案
の
審
議
は
、
市
長
が
必
ず
出

席
し
な
け
れ
ば
審
議
さ
れ
な
い
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
議
会
で

は
一
部
日
程
な
ど
の
変
更
を
し
て
、
当

初
の
予
定
ど
お
り
三
月
二
十
七
日
全
部

の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は
全

部
で
二
十
八
件
。
予
算
に
関
す
る
案
件

が
十
二
件
、
こ
の
十
二
件
の
う
ち
六
件

　
　
　
　
　
　
　
は
昭
和
四
十
九
年
度

　
　
　
　
　
　
　
会
計
の
補
正
予
算
だ

　
　
　
　
　
　
　
つ
た
の
で
、
昭
和
五

　
　
　
　
　
　
　
十
年
度
の
予
算
案
件

　
　
　
　
　
　
　
は
六
件
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
改
廃
案
件

　
　
　
　
　
　
　
が
十
件
、
人
事
に
関

　
　
　
　
　
　
　
す
る
案
件
二
件
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
の
他
五
件
で
し
た
。

予

算

　
昭
和
五
十
年
度
日

向
市
一
般
会
計
予
算

は
、
四
十
二
億
五
千

五
百
九
十
一
万
七
千

円
で
、
歳
入
と
な
る

財
源
は
、
自
主
財
源

　
昭
和
五
十
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
の
日
向
市
議
会
が
三
月
八
日
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
議
会
は
必
ず
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
定
例
会
。
市
長
の
施
政
方
針
と
と
も
に
、

こ
の
議
会
は
、
俗
に
「
予
算
議
会
」
と
も
言
わ
れ
る
も
の
で
翌
年
度
の
予
算
に
関
す

る
案
件
が
お
も
な
議
案
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
度
の
日
向
市
一
般
会
計
予
算
は
、
四
十
二
億
五
千
五
百
九
十
一
万
七

千
円
。
昨
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
て
十
億
五
千
百
六
万
二
千
円
の
増
で
伸
び
率
は
、

三
十
二
、
八
．
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
月
市
議
会
に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
市
税
、
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
、
使

用
料
手
数
料
、
財
産
収
入
金
な
ど
）
が

十
七
億
五
千
二
百
三
十
五
万
円
、
総
体

の
四
十
一
、
二
二
。
国
に
依
存
す
る
財

源
（
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
、
市
起

債
な
ど
）
は
二
十
五
億
三
百
五
十
六
万

七
千
円
で
構
成
比
五
十
八
、
八
軒
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
市
税
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、
　
「
周
定

資
産
税
」
が
ト
ッ
プ
で
六
億
五
千
六
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

五
十
万
円
、
市
税
に
し
め
る
割
合
は
五

十
二
、
六
．
署
。
次
が
「
市
民
税
」
で
三

億
七
千
百
三
十
九
万
円
、
二
寸
九
、
八

軒
。
そ
の
次
に
大
き
い
も
の
は
一
「
た
ば

こ
消
費
税
」
の
一
億
一
千
七
百
二
十
万

円
で
九
、
四
軒
を
し
め
て
い
ま
す
。
あ

と
は
「
電
気
税
」
六
千
五
百
九
十
二
万

円
、
五
、
三
聯
内
　
「
軽
自
動
車
税
」
、

「
特
別
土
地
保
有
税
」
が
そ
れ
ぞ
れ
千

八
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歳
入
に
対
し
歳
出
は
、
民
生
費

（
生
活
保
護
費
、
老
人
医
療
費
、
乳
幼
、

児
医
療
助
成
金
な
ど
）
が
十
億
八
千
二

百
四
十
七
万
三
千
円
、
歳
出
総
額
に
し

め
る
割
合
二
十
五
、
四
軒
で
も
っ
と
も

大
き
く
、
次
が
土
木
費
（
道
路
橋
梁
、

都
市
計
画
、
下
水
道
事
業
な
ど
）
の
七

億
九
百
三
十
六
万
七
千
円
、
比
率
十
六

、
七
箸
。
教
育
費
五
億
九
千
百
五
十
六

万
七
千
円
、
十
三
、
九
響
。
総
務
費
五

億
八
千
三
百
四
十
七
万
八
千
円
、
十
三

、
七
響
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
う
ち
で
昭
和
四
十
九
年
度
に
比

べ
て
伸
び
の
大
き
い
も
の
は
、
民
生
費

の
四
十
七
、
八
．
獅
を
は
じ
め
商
工
費
の

四
十
六
聯
、
労
働
費
三
十
九
、
二
．
響
、

消
防
費
三
十
八
．
軒
、
衛
生
費
三
十
六
、

八
．
欝
な
ど
が
目
だ
っ
て
い
ま
す
9

　
特
別
会
計
は
、
公
営
住
宅
事
業
特
別

会
計
予
算
三
億
三
百
九
十
四
万
千
円
。

事
業
の
主
な
も
の
は
財
光
寺
の
大
原
、

木
原
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
工
事
。

東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
予
算
は
、
三
千
百
八
十
八
万
五
千
円

　
曾
根
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

予
算
は
、
一
億
四
千
二
百
四
十
六
万
円

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

は
、
七
億
二
千
五
首
六
十
万
円
。

　
特
別
会
計
の
四
つ
の
予
算
は
合
わ
せ

て
十
二
億
三
百
八
十
八
万
六
千
円
。

　
企
業
会
計
の
水
道
事
業
会
計
は
、
四

億
四
千
七
百
七
十
二
万
円
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
度

補
正
予
算

　
昭
和
四
十
九
年
度
↓
般
会
計
、
各
特

別
会
計
の
補
正
予
算
を
み
て
み
ま
し
ょ

う
。　
一
般
会
計
予
算
は
三
億
九
千
五
百
八

十
六
万
三
千
円
が
追
加
さ
れ
て
、
昭
和

四
十
九
年
度
日
向
市
一
般
会
計
予
算
は

四
十
四
億
八
千
六
十
八
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
歳
入
は
、
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
が
二
億
五
百
八
十
七
万
三
干
円
交
付

さ
れ
た
の
ど
財
産
収
入
が
一
億
五
千
四

百
万
円
あ
っ
た
の
が
主
な
る
も
の
で
、

歳
出
は
、
総
務
費
に
一
億
六
千
万
円
、

普
通
財
産
取
得
費
一
億
四
千
八
百
万
円

が
主
な
も
の
。
こ
の
ほ
か
に
民
生
費
、

商
工
費
、
土
木
費
、
教
育
費
に
所
要
額

が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
公
営
住
宅
事
業
が

四
万
二
千
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
が

置
賜
四
百
四
十
万
円
追
加
さ
れ
た
反
面

東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
一
千
九

百
万
円
、
曾
根
土
地
区
画
整
理
事
業
一

千
三
百
六
十
六
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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条
例
十
件
の
う
ち
一
件
は
新
し
く
制

定
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
他
は
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
新
し
く
制
定
さ
れ
た
条
例
は
「
日
向

市
下
水
道
条
例
」
で
、
昨
年
か
ら
下
水

道
の
工
事
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
公
共
下
水
道
（
汚
水
を
処
理
す
る

下
水
道
）
、
都
市
下
水
路
（
雨
水
を
排

除
す
る
水
路
）
の
設
置
、
管
理
、
使
用

な
ど
に
つ
い
て
必
要
な
こ
と
を
定
め
た

も
の
で
す
。
下
水
道
か
で
き
る
の
は
相

当
さ
き
の
こ
と
で
す
が
、
工
事
に
関
す

る
事
項
が
あ
る
の
で
制
定
さ
れ
ま
し
た

　
次
に
「
日
向
市
奨
学
金
貸
付
基
金
条

例
」
が
改
正
さ
れ
て
、
奨
学
金
が
高
等

学
校
生
徒
三
千
五
百
円
、
大
学
生
六
干

歳入財源の構成

・喋試こ

財
　
源
　
3
％

　
　
　
　
　
5
8

円
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
，

　
「
重
度
心
身
障
害
児
年
金
条
例
」
等

も
一
部
改
正
さ
れ
て
、
障
害
児
へ
の
年

金
が
六
千
円
か
ら
七
千
五
百
円
に
増
額

ざ
れ
、
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
助
成

金
も
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
墓
園
条
例
」
、
　
「
納
骨
堂
条
例
」

「
国
民
建
康
保
険
条
例
」
も
改
正
さ
れ

て
墓
園
と
納
骨
堂
の
管
理
料
が
廃
止
さ

れ
、
国
民
鯉
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
が
死
亡
し
た
と
ぎ
に
支
給
す
る
葬
祭

費
が
四
千
円
か
ら
一
万
円
に
増
額
さ
れ
・

ま
し
た
。

　
「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援

護
資
金
の
貸
付
に
関
す
る
条
例
」
、
　
「

小
災
害
見
舞
金
及
び
弔
慰
金
に
関
す
る

条
例
」
が
改
正
さ
れ
、
世
帯
主
が
災
害

で
死
亡
し
た
場
合
の
弔
慰
金
が
五
十
万

円
か
ら
百
万
円
に
な
り
、
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
限
度
額
、
小
災
害
見
舞
金
、
詩

県
国自

主

42億5，591万7

　　千円

　　　100％

w饗

財

源

L地方譲与税0．ア％

＿自動車取得税交付金0．496

交通安全対策特別交付金0．！％

市税
29．3％4L2

　％

分担金・負担金

　　　　2．4％

財産収入2’4％ mく

　諸収入6．8％

　　　　　　　県支出金

　　　　　　　　5．1％

歳出予算の各款別予算内訳

労働費2．3％

弔
慰
金
も
大
幅
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
h
哺
営
往
年
管
理
条
例
」
も
改
正
さ

れ
、
入
居
資
格
の
一
部
変
更
、
昨
年
度

完
成
し
た
財
光
寺
大
原
住
宅
の
家
賃
が

第
一
種
住
宅
一
万
三
千
二
百
円
、
第
二

種
住
宅
九
千
五
百
円
と
決
ま
り
ま
し

た
。　
次
に
「
公
園
条
例
」
の
改
正
は
、
美

々
津
児
島
遊
園
が
で
き
た
の
で
こ
の
項

を
加
え
る
も
の
で
す
。

　
「
水
道
事
業
給
水
条
例
」
の
一
部
改

正
に
よ
っ
て
、
水
道
の
メ
ー
ダ
i
点
検

は
ニ
ヵ
月
に
一
回
に
な
り
ま
ナ
。
使
用

料
金
は
各
月
均
等
で
毎
月
徴
収
し
ま
す

　
法
律
の
改
正
に
よ
っ
て
「
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
条
例
」
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
幽
「
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例
」

も
一
部
改
正
さ
れ
て
賞
じ
ゅ
つ
金
額
が

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
％
％
％
翫
費

1
金
費
旧

費
舳
晶

会
議
予
災

議
ー
ー

民生費
　25．4％

土木費
　16．7％

　　　商工費2．4％

　　消防費4．1％

　　　　　　　＼

雑餌6％vぐ

42億5；591万7

　　千円

魅」♪
＜Lg堵

農林水産業費
　　　9．9％

総務費
　13．7％

教育費
　13．9％

人

事

　
教
育
委
員
会
の
委
員
が
一
名
欠
け
て

い
た
の
で
、
そ
の
後
任
の
委
員
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
新
し
く
委
員
に
な
っ
た
の

は
、
黒
木
美
義
さ
ん
（
江
良
）
で
黒
木

さ
ん
は
病
院
事
務
長
を
し
て
お
ら
れ
ま

す
。　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
な
る
方
も

法
律
の
定
め
に
よ
っ
て
、
市
議
会
の
音
心

見
を
ぎ
い
て
推
せ
ん
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
度
選
ば
れ
た
の
は
次
の
か

た
が
た
で
す
。

層
江
川
正
人
さ
ん
（
財
光
寺
）

　
荻
原
光
治
さ
ん
（
美
々
津
町
）

　
黒
木
倉
吉
さ
ん
（
細
島
）

　
安
藤
泰
さ
ん
（
平
岩
）

　
小
西
美
代
子
さ
ん
（
北
町
）

歳出予算の性質別内訳

務
人件費
　33．7％

そ
の
他
の
案
件

　
そ
の
ほ
か
の
議
案
と
し
て
専
決
処
分

の
承
認
が
一
件
、
土
地
改
良
事
業
関
係

の
議
案
が
三
件
あ
り
ま
す
。
う
ち
一
件

は
西
川
内
の
農
道
の
変
更
に
係
る
件
、

一
件
は
別
府
、
百
町
原
、
．
市
ケ
瀬
の
農

道
整
備
事
業
が
県
単
補
助
事
業
等
の
た

め
市
営
事
業
か
ら
は
ず
し
廃
止
す
る
た

め
の
も
の
、
も
う
一
件
は
本
年
度
か
ら

新
し
く
事
業
を
す
る
も
の
で
、
い
ず
れ

も
農
道
で
別
府
、
中
村
を
整
備
す
る
も

の
、
小
原
、
西
川
内
、
百
町
原
を
舗
装

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
延

長
は
三
千
五
百
層
。

　
次
は
、
た
だ
い
ま
分
譲
中
の
大
王
谷

の
土
地
取
得
に
関
す
る
件
で
し
た
。

的
　
経
　
費

叡田隆

汐
姻

42億5，591万7千円

髄
避
確
毅
事
業
費

　
　
7
％

　
　
2
4

投
資
的
経

59

扶助費
　20．8％

費＼
マ7晶

　
　
　
　
　
％

失
桑
対
策
事
業
費
2

公債費4．5％

轄
．
㌧
　
‘
’
．
’
．
、
；
戸

｝

∴
セ
轄
ド
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．
r
　
　
b
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、
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縣
議
論
議
賠
選
挙
の
投
票
率

前
回
を
上
回
る
好
成
績

　
県
知
事
と
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

は
》
十
三
日
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
、
市
内
三
十
ヵ
所
の
投
票
所
で
い

っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
の
本
市
の
投
票
率
は
、

　
県
知
事
選
挙
が
八
十
三
、
五
五
聯
、

県
議
会
議
員
選
挙
が
八
十
三
、
五
三
軒

市内各投票所の投票率（県議分）

で
、
前
回
（
四
十
六
年
）
に
行
わ
れ
た
「

同
選
挙
の
投
票
率
を
約
五
齎
上
回
り
ま

し
た
。

　
と
く
に
、
梶
木
公
民
館
、
本
谷
公
民

館
、
西
川
内
公
民
館
、
塩
見
小
学
校
跡

奥
野
公
民
館
、
比
良
町
公
民
館
、
秋
留

公
民
館
、
南
日
向
公
民
館
、
鵜
毛
分
校

龍
谷
公
民
館
、
駅
通
り
公
民
館
、
高
松

保
育
園
の
各
投
票
所
は
、
八
十
五
齎
を

こ
え
る
す
ば
ら
し
い
投
票
率
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
投
票
率
が
高
か
っ
た
の

は
、
有
権
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
選
挙
に

対
す
る
関
心
と
意
識
が
高
か
っ
た
た
め

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
開
票
は
、
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
日
向
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
開
票
は
ぐ
ん
ぐ

ん
進
み
、
同
セ
ン
タ
ー
に
詰
め
か
け
た

市
民
や
関
係
者
の
見
守
る
な
か
で
、
午

後
十
一
時
ご
ろ
に
は
、
新
し
い
県
知
事

と
県
議
会
議
員
の
当
落
が
判
明
し
ま
し

た
。

名簿登’当日有
載人員：権者数

5，344　．　5，157

2，716　　　2，593

2，949　　　2，845

1，279　　　1，244

1，143　　　1，103

　1，186，　L128
一　一・■一一一　1　　　　　　　　　　　　　　『

　　　776．1＿」塾二

1，131　　　1，124

　804’　7：7Ω一

1，387　1　1，342

　　　472　　　455
＿＿＿＿

@．＿一＿＿1

　　　　　　　　

　　　626　こ．＿β1｛～

　　　　　　　1

　　　468．　　460

2孝31一＿23零

し3ggi　L380

　　869　　　858

2，351　　　2，298

2，312

1，820

琴，2和「

1，776

　ぼ
345

604

一．茎・ユβ1一

　　　蔓98

　　　613　　　598

　　　155　　　　．154．

　　　102　　　102

　　　930　　　920

　　　556

　338

　　590

1・．ユ0呂．一

　395

　　　　　　，一　551

　　618　　6叉6

　　130　　　125

　　　　　人　　　　　人
34，867　　33，895

、．一
鼈黶
@　　区　　分’

兜[町名『一．一ミ
勤労青少年体育センター　　　．＿．一．＿＿＿■一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

ｺ原町公民館：　　　＿．一一一一一一．一：　　　　　1

渠是公民館
曾　根　公・民　館．

　　　　　1�黶@方　公　民館　　　一　．　．　．　　一　　一　　　　　一　一

細　島　公　民　館…
一　一　　一　闇

ﾗ　島　支　所　跡・

細　島　保　育　所1

T　崎　公　民　館
梶　木　公　民　館＿．＿一馳r　＿　．一．’．一一L一　一．．　　一　　　一一一一　　．　

庄　手　公　民．館

本　谷　公　民　館

磨@見　小　学　校　跡＿一　r　＿　＿　　一　一　一　一　一　一　7　　．　　　　　　　　　　　　　圏　．　　｝　一　一　『

怐@野　公　民　館　　L＿　一　．一　　　　一　．　L　一

五十猛神社社務所
比　良　町公　民　館　　　　一　　一　　　　冒

切　島　山　公　民　三

�@砂　公　民　館
一　　一　　．　．　　　　　　「　　

�@日　向　公　民　館
鵜　　毛　　分　　校一　　一　一．一　　　　一一　　　　　　　　　　一　　　　．　　　　　一　　　　　　　　　　　一　一　一　　　「‘　一「

�@瀬　公　民　館

美　々　津　公　民　二
w通　り　公　民　館　　一　．　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

高　松　保　育　園　　「　　　　．　　．　　　．　｝　　　　　　　一　一

三　の　原　公　民　館r　　　＿　　．　．一　　．　．　　　一　一　一　一　　　．　一　一　　　　　　」　　一　　　一　一　　一　一　　　　一一　一　一　一
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新
入
生
の
慣
れ
な
い
登
下
校
…
加
え

て
行
楽
期
の
車
の
増
加
な
ど
…
…
四
月

か
ら
五
月
に
か
け
て
交
通
事
故
が
目
だ

っ
て
ふ
え
て
き
ま
す
。

・醸
務

　
こ
と
し
も
「
春
の
交
通
安
全
運
動
」

が
五
月
十
二
日
か
ら
五
月
二
十
一
日
ま

で
の
十
日
間
、
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ

れ
ま
す
。

　
こ
ん
ど
の
運
動
は
、
歩
行
者
、
運
転

者
、
運
転
者
の
雇
主
、
そ
の
他
陸
上
交

通
に
関
係
あ
る
す
べ
て
の
人
に
交
通
安

．
全
思
想
の
普
及
徹
底
を
図
り
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
は
、
歩
行
者
、
自
転
車

利
用
者
の
事
故
防
止
、
と
く
に
子
ど
も

　
（
幼
児
お
よ
び
小
学
校
児
竜
を
い
う
）

ど
老
入
を
交
通
事
故
か
ら
守
を
こ
と
を

重
点
に
つ
ぎ
の
事
項
を
中
心
に
交
通
安

全
の
た
め
の
県
民
運
動
を
強
力
に
展
開

し
ま
す
。

ω
生
活
道
路
網
対
策
の
推
進

ω
交
通
安
全
教
育
の
充
実

㈹
広
報
活
動
の
推
進
　
　
　
　
　
　
　
、
・

　
日
向
警
察
署
管
内
の
交
通
事
故
発
生

状
況
を
み
ま
す
と
、
昨
年
一
年
間
で
二

百
七
汗
件
が
発
生
し
死
者
十
九
人
㌦
負

傷
者
三
百
五
十
五
人
、
こ
と
し
に
な
っ

て
発
生
件
数
六
十
五
件
、
死
者
四
人
負

傷
者
九
十
五
人
，
が
出
て
い
ま
す
。
　
（
四

月
十
六
日
現
在
）

　
こ
の
よ
う
に
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を

知
ら
な
い
悲
惨
な
交
通
事
故
は
、
私
た

ち
の
身
近
か
で
絶
え
間
な
く
発
生
し
て

7
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
に
、
市
民
ひ

と
り
ひ
と
り
が
事
故
の
恐
ろ
し
さ
、
人

命
の
尊
さ
を
確
認
し
、
私
た
ち
の
「
ま
ち

」
か
ら
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　
な
お
、
安
全
運
動
期
間
4
1
、
本
市
で

実
施
さ
れ
る
主
な
行
事
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

▽
五
月
十
一
日
”
祈
願
祭
、
パ
レ
ー
ド

　
の
実
施
　
．

．
▽
期
間
中

　
・
腕
章
な
ど
の
着
用
徹
底

　
・
街
頭
指
導
・

　
・
広
報
車
に
よ
る
広
報

　
・
道
路
の
環
境
調
査

　
・
老
人
に
対
す
る
法
令
講
習

　
・
カ
ー
フ
μ
リ
ー
に
よ
る
県
外
車
対

　
　
策

　
・
交
通
安
全
会
活
動
の
促
進

　
・
街
頭
車
両
検
査

　
・
自
転
車
の
い
っ
せ
い
点
検
整
備
と

　
　
法
令
講
習

　
・
学
校
な
ど
に
対
す
る
交
通
教
室

　
・
転
落
事
故
防
止
対
策

　
・
衝
突
事
故
防
止
対
策

　
・
交
通
安
全
推
進
旗
リ
レ
ー
の
実
施

　
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
徹
底

市の小口融資

融
資
の
額
が
．
二
百
万
円
に

　
有
利
な
条
件
で
借
り
入
れ
で
き
る
「

日
向
市
中
小
企
業
小
口
融
資
制
度
」
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
市
内
に
居
住
さ
れ
る

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
が
、
設
備
資
金

や
運
転
資
金
が
必
要
な
之
き
、
そ
れ
を

ご
融
資
し
て
地
場
産
業
の
振
興
を
は
か

る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
制
度
を
広
く
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
に
融
資
限
度
額
を
今
ま
で

の
百
万
円
か
ら
二
百
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
事

業
経
営
の
手
助
け
の
た
め
に
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

信用保証のしくみ

箒［金融機関］

　　　②帰証承．

中　小

企業者

信用保証協会

増
額
さ
れ
ま
し
た

保証申込
信用調査

▽
こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
か
た
1
1
日

　
向
市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
ま
た
は

　
法
人
企
業
で
、
申
し
込
み
の
と
き
ま

　
で
に
日
向
市
内
に
お
い
て
引
き
続
き

　
一
年
以
上
商
工
業
（
サ
ー
ビ
ス
業
を
・

　
含
む
。
）
を
営
み
、
納
期
の
到
来
し

　
て
い
る
市
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る
か

　
一
た
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で

　
ぎ
ま
す
。

▽
融
資
限
度
額
d
一
企
業
二
百
万
円
以

　
内
▽
融
資
期
間
q
三
十
六
ヵ
月
以
内

▽
資
金
の
使
途
粁
連
転
資
金
お
よ
び
設

　
備
資
金

▽
償
還
方
法
”
一
括
ま
た
は
分
割
償
還

▽
保
証
人
聖
画
名
以
上

▽
貸
し
付
け
利
率
年
八
、
五
軒

▽
信
用
保
証
料
口
市
が
全
額
補
助

▽
取
り
扱
い
金
融
機
関
口
宮
崎
銀
行
（

　
日
向
、
細
島
、
都
農
支
店
）
、
宮
崎

　
相
互
銀
行
日
向
支
店
、
鹿
児
島
銀
行

　
日
向
支
店
、
日
向
市
信
用
組
合

．
（
な
お
、
高
鍋
信
用
金
庫
日
向
支
店

　
は
、
六
月
中
旬
以
降
か
ら
取
り
扱
う

　
予
定
で
す
。
）

▽
受
け
付
け
窓
ロ
H
日
向
商
工
会
議
所

　
ま
た
は
市
商
工
水
産
課
で
申
し
込
み

　
を
受
け
付
け
ま
す
。

’
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響
、

劉
；

．
犠
轡
、

」
・
懸
噺
、

観光絵ハガキができました

観光絵ハガキ「南九州の玄関ひゆうが」がこのほどできま

した。

　この絵ハガキは、市観光協会が観光PR用に作成したも

　　　　　　ので、「お倉が浜」、「妙国寺庭園」、「日

銚　　　　　　向市街地風景」、「カーフェリー基地」、　　　　　　「桐の陣から美々津燈台を眺む」、「馬の背

　　　　　　絶壁より日向灘を眺む」が、カラーで紹介さ

　　　　　　れています。6枚1組150円。

にぎわったつつじまつり

、

　ことしで第23回目を迎えた戦没者合同慰霊祭は、去る4

月3日古城ケ丘殉国慰霊塔前で、遺族ら多数が出席してし

めやかななかにも盛大に行われました。

1；子笹繍翫壽

ノ
　　　　　　　　恒例の日向迎洋園つつじまつりが、ことし

　　　　　　　も、12日から20日まで行われました。期間中は

　コーラ早飲み大会、チビッ子のど自慢大会、職場対抗歌合

　戦、舞踊大会などの行事が行われましたが、家族つれなど

　が大ぜい訪れ、赤や白、薄紫などいうとりどりのつつじが

　咲き乱れる園内で、春の行楽の一日を楽しく過ごしていま

“した。

昭和50年4月号

しめやかに戦没者慰霊祭

小
児
マ
ヒ
の

　
生
ワ
ク
投
与
日
程

日向市駅に「みどりの曳網」

の鱒撫蒙蹴縫製線’＼
した。

　今まで特急や急行の指定券を発売する場合、そのつど大

分駅にある乗車券センターに電話で問い合わせなければな一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ロりませんでしたが、それが今後は、全国どこの切符でも瞬

間的に有無を確認、その場で発売できることになりました。

癬

　
　
市
保
険
衛
生
課
で
は
、
小
児
マ
ヒ
の

　
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
、
つ
ぎ
の
日
程
で

　
行
い
ま
す
。
該
当
者
は
昭
和
四
十
八
年

　
十
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
年
一
月
三

　
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
で

　
す
。

　
　
な
お
、
生
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
前
後

　
一
ヵ
月
以
内
は
、
現
在
実
施
中
の
種
痘

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
で
き
ま
せ
ん

　
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

皿　

@
　
　
　
（
）
内
は
実
施
時
間

一
▽
五
月
九
日
1
1
渡
辺
病
院
（
午
後
二
時

　
　
～
三
時
）
　
　
　
　
　
　
　
・

一　
▽
五
月
十
四
日
一
三
股
病
院
（
午
後
二

「　　
時
～
三
時
）

…　▽
五
月
十
五
日
醤
市
役
所
予
防
接
種
場

｝　　
（
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
）

一　
▽
五
月
二
十
日
口
市
役
所
予
防
接
種
場

㎝　
　
（
午
陵
一
時
三
十
分
～
三
時
）

n

　
▽
五
月
二
十
二
日
1
1
市
役
所
予
防
接
種

　
　
　
　
も

　
　
場
（
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
）

　
▽
五
月
二
十
三
日
目
市
細
島
支
所
（
午

　
　
後
二
時
～
三
時
）

　
．
▽
五
月
二
十
七
日
財
市
役
所
予
防
接
種

　
　
場
（
午
後
↓
時
三
十
分
～
三
時
）

　
▽
五
月
二
十
八
日
口
松
原
公
民
館
（
午

　
　
後
二
時
～
三
時
）

　
▽
五
月
二
十
九
日
－
一
市
役
所
予
防
接
種

　
　
場
（
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
）

　
▽
五
月
．
二
十
日
珪
江
良
公
民
館
（
午
陵

　
　
二
時
～
三
時
）

■

ぐ
｝

■

罫
」
ヨ
．

ρ
r
．
』
「
、
．

．
、
－

昭和50年4月号

交通災害共済

年
額
六
百
五
十
円
で

　
　
　
　
　
　
五
十
万
円
の
保
障

広報ひゆうが7

　
万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て
、
　
「
日

向
市
民
交
通
災
害
共
済
」
の
加
入
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　
こ
の
「
市
民
交
通
災
害
共
済
」
と
は

交
通
事
故
に
よ
る
被
害
者
を
市
民
の
み

な
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
助
け
合
い
、
万

一
の
場
合
、
共
済
金
を
給
付
す
る
制
度

で
す
。

▽
こ
ん
な
と
き
保
障
さ
れ
ま
す
。

掛金と保障額
～麻障一．一β裂ほ・，2・　備　　考　　　　　　　　　　　　　ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　一　一　　一　　　　　一　一　　一　　　　一　　一　　　　L

�　　　　亡　1’　50万円』　100万円．180日以内の死亡

障　害！2万嘉万円1暫翻1級一14級一‘’
　　　　　　　　」＿　＿＿　1＿＿一r一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　＿一．一

ﾃ隆　院胆犠哩論茜：18・日まであわせ・

※ハイヤー・タクシーの運転中の事故の死亡。障害は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　50％給付となります。

　
ω
乗
物
に
乗
っ
て
い
て
、
衝
突
、
接

　
　
触
、
転
落
等
に
よ
り
受
け
た
災
害

　
　
の
と
き

　
ω
乗
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ

　
　
た
り
し
て
受
け
た
災
害
の
と
き

　
㈹
道
路
通
行
中
に
、
建
造
物
あ
る
い

　
　
は
工
作
物
が
倒
れ
て
き
た
り
、
そ

　
　
の
上
か
ら
の
落
下
物
に
よ
っ
て
受

　
　
け
た
災
害
の
と
き

▽
掛
金
と
保
障

　
　
掛
金
と
保
障
額
は
別
表
の
と
お
傷

　
で
す
が
、
最
高
二
口
（
百
万
円
）
ま

　
で
加
入
で
き
ま
す
。

▽
加
入
で
き
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
日
向
市
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

　
加
入
で
き
ま
す
。

▽
加
入
の
手
続
き
と
保
障
期
間

　
　
所
定
の
申
し
込
み
書
に
掛
金
を
添

　
え
、
市
生
活
課
で
加
入
の
手
続
き
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。
保
障
期
間
は
掛
金

　
を
払
い
込
ん
だ
翌
日
の
午
前
○
時
か

　
ら
一
年
間
で
す
。

▽
共
済
金
の
請
求
と
必
要
書
類

　
　
万
一
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
十
日

　
以
内
に
市
生
活
学
に
お
知
ら
せ
く
だ

　
さ
い
。
必
要
書
類
は
、
事
故
発
生
通

　
知
書
、
警
察
の
事
故
証
明
書
、
医
師

　
の
診
断
書
、
そ
の
他
で
す
。

　
そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
生
活

課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

，

　旧、1軍

恩人
給の
　　聖目
求時
に（
　一つ日
い通
　）て

　
旧
軍
人
で
実
在
職
年
が
引
き
続
き
三

年
以
上
（
例
　
昭
和
十
七
年
十
二
月
一

日
入
団
者
は
昭
和
．
二
十
年
十
一
月
ま
で

昭
和
十
八
年
四
月
二
十
日
入
団
者
は
昭

和
二
十
一
年
三
月
ま
で
在
職
し
た
人
で

な
い
と
権
利
は
発
生
し
な
い
）
あ
り
、

下
士
官
（
兵
長
は
権
利
が
な
い
）
と
し

て
六
ヵ
月
以
上
勤
務
し
た
人
で
一
時
（

普
通
）
恩
給
未
請
求
の
人
は
、
早
め
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と

は
市
福
祉
事
務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。戦

没
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
請
求
に
つ
い
て

　
昭
和
三
十
へ
年
に
二
十
万
円
の
特
別

給
付
金
（
十
年
間
償
還
国
債
）
を
受
給

し
た
人
は
、
昭
和
四
十
へ
年
に
償
還
が

終
り
、
新
た
に
継
続
分
（
六
十
万
円
国

債
）
を
請
求
し
た
人
に
は
特
別
給
付
金

が
支
給
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
請
求

し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
手
続
ぎ
を

し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
市

福
祉
事
務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

特
別
弔
慰
金
の

　
　
請
求
に
つ
い
て

昭
和
十
六
年
十
二
十
八
日
以
降
の
戦

死
者
等
の
遺
族
で
、
遺
族
年
金
か
公
務

扶
助
料
な
ど
の
受
給
権
者
が
昭
和
四
十

年
四
月
一
日
以
降
昭
和
四
十
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
失
権
（
死
亡
な
ど
）

し
、
以
後
受
給
権
者
が
な
い
場
合
は
、

兄
弟
姉
妹
ま
で
の
う
ち
先
順
位
者
が
特

別
弔
慰
金
の
請
求
が
で
き
ま
す
。
未
請

求
の
遺
族
は
、
五
月
二
十
八
日
（
時
効

期
限
）
ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
市
福
祉
事
務
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

「
出
か
せ
ぎ
援
護
協
会
」
に

　
　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
出
か
せ
ぎ
援
護
協
会
で
は
、
会
員
の

か
た
が
出
か
せ
ぎ
先
で
災
害
や
事
故
を

受
け
ら
れ
た
と
き
に
つ
ぎ
の
共
済
援
護

を
行
う
ほ
か
、
就
労
前
の
安
全
推
進
集

会
、
健
康
診
断
、
相
談
員
の
設
置
、
ふ

る
さ
と
便
り
の
送
付
、
就
労
先
で
の
懇

談
会
等
の
あ
ら
ゆ
る
援
護
事
業
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
（
共
済
援
護
の
種
類
）

¢
弔
慰
金
（
死
亡
）
”
二
十
万
円

②
見
舞
金
（
傷
病
休
業
）

　
　
④
二
万
円
（
一
ヵ
月
以
上
三
ヵ
月

　
　
　
の
場
合
）

　
　
◎
三
万
円
（
三
ヵ
月
以
上
六
ヵ
月

　
　
　
の
場
合
）

　
　
⑳
五
万
年
目
六
カ
月
以
上
の
場

　
　
　
合
）

　
　
㊥
十
万
円
（
不
具
廃
疾
の
場
合
）

③
賃
金
不
払
い
の
一
時
立
て
替
え

　
会
員
加
入
の
申
し
込
み
は
、
会
費
三

　
百
円
（
年
額
）
を
添
え
て
日
向
公
共

職
業
安
定
所
、
ま
た
は
市
役
所
生
活
課

に
申
し
込
ん
で
く
だ
き
い
。

大
王
谷
住
宅
用
地
を

　
　
　
　
分
譲
中
で
す

　
広
報
ひ
ゆ
う
が
十
二
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
大
王
谷
の
分
譲
地
整

備
工
事
の
す
べ
て
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
に
七
十
｝
区
画
の
分
譲
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
残
り
の
全
区

画
（
百
八
十
区
画
）
に
つ
い
て
は
、
た

だ
い
ま
分
譲
中
で
す
。
ご
希
望
の
か
た

は
、
つ
ぎ
の
要
領
に
よ
り
早
め
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
原
則
と
し
て
一
人
「
区
画
で
す
。

▽
申
し
込
み
者
の
資
格
は
、
　
「
自
宅
を

　
建
築
す
る
見
込
み
の
も
の
」
で
す
。

▽
宅
地
の
価
格
は
、
一
平
方
M
朗
当
り
一

　
万
二
千
七
百
六
十
円
（
坪
当
り
四
万

　
二
千
百
八
十
円
）
で
、
一
区
画
の
面

　
積
ば
、
　
お
お
よ
フ
て
｝
二
百
一
二
十
平
方
9
川

　
（
百
坪
）
で
す
。

▽
上
下
水
道
が
完
備
し
、
ガ
ス
（
プ
ロ

　
パ
ン
）
は
共
同
の
供
給
設
備
が
し
て

　
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
道
路
は
全
部

　
舗
装
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
購
入
代
金
の
分
割
払
い
希
望
者
は
、
　
覧

　
「
宅
地
購
入
ロ
ー
ン
」
　
（
三
百
万
円

　
ま
で
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

▽
受
け
付
け
ば
、
四
月
二
十
一
日
か
ら

　
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

▽
受
け
付
け
（
申
し
込
み
）
場
所
は
、

　
日
向
市
役
所
内
、
日
向
土
地
開
発
公

社
（
電
話
②
二
一
一
一
番
　
内
線
六

　
二
一
）
で
す
。

’
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お
し
ら
せ鹸

昭和50年4月号

計
量
器
の
定
期
検
査

　
こ
と
し
の
計
量
器
定
期
検
査
は
、

ぎ
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
取
引
、

明
な
ど
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」

ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
、

　
　
　
　
（
　
）
内
は
実
施
時
間

証つ
は
必

▽
五
月
六
日
”
市
美
々
津
支
所
（
午
前

　
十
時
守
午
後
四
時
）

▽
五
月
七
日
”
市
細
島
支
所
（
午
前
九

　
時
～
午
後
三
時
）

▽
五
月
八
日
H
市
役
所
車
庫
（
午
前
九

　
時
～
午
後
四
時
）

▽
五
月
九
日
1
1
市
役
所
車
庫
（
午
前
九

　
時
～
午
後
四
時
）

　
ね
ず
み
く
じ

　
　
　
　
　
当
せ
ん
番
号

　
さ
き
に
行
い
ま
し
た
ね
ず
み
と
り
運

動
の
賛
助
券
当
せ
ん
番
号
が
、
つ
ぎ
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
お
手
も
と
の

番
号
と
み
く
ら
べ
て
く
だ
さ
い
。

▽
五
千
円
相
当
の
賞
品
は
、
下
四
ケ
タ

　
の
数
字
が
つ
ぎ
の
番
号
の
券

　
五
〇
六
九
、
五
九
二
九
、
六
六
〇
六

　
七
九
六
九
、
九
七
一
二

▽
千
円
相
当
の
賞
品
は
、
下
三
ケ
タ
の

　
数
字
が
つ
ぎ
の
番
号
の
券

　
」
六
七
、
二
九
七
、
三
七
九
、
五
七

　
六
、
九
五
九

　
な
お
、
賞
品
引
き
換
え
は
賛
助
券
に

記
載
の
と
お
り
、
裏
面
に
住
所
、
職
業

氏
名
を
記
入
し
た
当
せ
ん
券
を
市
保
険

衛
生
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
引
き
換
え
期
限
は
五
月
末
ま
で
、
期

限
後
と
券
紛
失
の
場
合
は
、
券
記
載
の

と
お
り
無
効
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
が

　
　
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

　
昭
和
四
十
九
年
分
の
所
得
税
の
確
定

由
告
の
受
け
付
け
ば
三
月
十
五
日
で
終

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
税
務
署
に
申
告

を
し
た
後
で
、
内
容
が
間
違
っ
て
い
た

こ
と
に
気
づ
か
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
を
．

正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
っ
て
、

　
税
金
を
納
め
す
ぎ
て
い
た
り
、
保
険

　
料
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
を
も
ら
し

　
て
い
た
た
め
、
余
分
に
税
金
を
納
め

　
て
い
た
場
合
、
ま
た
は
還
付
を
受
け

　
た
税
金
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

　
と
き
は
、
申
告
書
の
提
出
期
限
か
ら

　
一
年
以
内
、
つ
ま
り
来
年
の
三
月
十

　
五
日
ま
で
に
「
更
正
の
請
求
」
を
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
っ
て
、

　
納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
、
還

　
付
を
受
け
る
税
金
が
多
．
い
こ
と
が
わ

駈

　
か
っ
た
と
き
は
、
　
「
修
正
申
告
」
を

　
し
て
正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

O
「
更
正
の
請
求
」
、
「
修
正
申
告
書
」

　
の
用
紙
は
、
延
岡
税
務
署
に
あ
η
ま

　
す
。老

人
医
療
費
受
給
者
証
の

　
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　
現
在
交
付
し
て
い
る
老
人
医
療
費
受

給
者
証
（
黄
色
の
カ
ー
ド
）
は
、
七
月

一
日
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
市
福
祉
事
務
所
で
は
、
各
該
当
者
あ

て
に
ハ
ガ
キ
で
更
新
手
続
ぎ
の
通
知
を

い
た
し
ま
す
の
で
必
ず
更
新
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

二
等
が
無
料
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
な
お
、
更
新
の
際
は
、
加
沃
し
て
い

る
医
療
保
険
証
、
印
か
ん
、
通
知
書

（
ハ
ガ
キ
）
を
ご
持
参
く
だ
≦
い
。

国
勢
調
査
の
標
語
と

　
　
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

　
総
理
府
で
は
、
本
年
十
月
一
日
に
行

わ
れ
る
「
国
勢
調
査
」
を
広
く
知
ら
せ

る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集
し

ま
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
、
A
2
判
ま
た
は
B
2

判
の
用
紙
を
使
い
「
国
勢
調
査
」
、
　
「

昭
和
五
十
年
」
、
　
「
十
月
一
日
」
、
　
「

総
理
府
統
計
局
」
の
文
字
を
必
ず
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
色
彩
は
自
由
で
す
。

　
標
語
は
、
官
製
ハ
ガ
キ
を
使
い
、
」

枚
に
一
点
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
締
め
切
り
は
、
い
ず
れ
も
五
月
二
十

六
日
、
ポ
ス
タ
：
（
一
般
の
部
）
特
選

に
は
副
賞
二
十
五
万
円
が
贈
ら
れ
る
の

を
は
じ
め
、
多
く
の
賞
品
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
応
募
作
品
の
送
付
先
は
、

東
京
都
牛
込
局
区
内
、
総
理
府
統
計
局

　
そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
は
総
理
府

統
計
局
国
勢
統
計
課
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

　
事
業
所
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
　
　
　
　

　
五
月
十
五
日
に
は
、
全
国
い
っ
せ
い

に
「
事
業
所
統
計
調
査
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
調
査
員
が
事
業
所
を
訪
問
し
、

名
称
、
所
在
地
、
事
業
の
種
類
、
従
業

者
の
数
な
ど
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
’

す
。　
調
査
し
た
こ
と
が
ら
は
、
統
計
を
作

る
目
的
に
だ
け
用
い
ら
れ
、
徴
税
な
ど

申
告
者
の
不
利
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と

に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
重
せ

ん
。
み
な
さ
ん
σ
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

お
祝
い
電
報
の

　
　
ご
利
用
に
つ
い
て

　
結
婚
式
な
ど
の
お
祝
い
電
報
は
も
ら

っ
て
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

　
世
の
中
が
進
歩
す
る
に
つ
れ
、
電
報

を
利
用
さ
れ
る
か
た
が
目
だ
っ
て
ふ
え

電
報
局
の
一
一
五
番
（
電
報
受
付
）
は

大
安
日
や
週
末
な
ど
は
非
常
に
こ
ん
で

お
り
ま
す
。

　
電
報
ご
利
用
の
際
は
、
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
十
日
前
か
ら
予
約

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
日
向
電
報
電
話
局
）

＝

｝
陵

　
　
　
　
　
一
五
月
中
H

▽
五
月
三
日
1
1
和
田
病
院
（
電
話
②
二

　
〇
四
五
番
）
雨
滝
井
医
院
（
電
話
②

　
二
四
〇
九
番
）
、
大
平
医
院
（
電
話

　
③
三
三
三
七
番
）

▽
五
月
四
日
”
三
股
病
院
（
電
話
⑥
○

　
〇
三
四
番
）
、
今
給
黎
医
院
（
電
話

　
②
二
四
五
九
番
）
、
東
医
院
（
電
話

　
門
川
③
ニ
へ
○
○
番
）

▽
五
月
五
日
羅
樋
口
病
院
（
電
話
門
川

　
③
一
〇
三
六
番
）
、
稲
原
医
院
（
電

　
話
②
二
二
〇
九
番
）
、
吉
田
医
院

　
（
電
話
②
四
四
〇
一
番
）

▽
五
月
十
一
B
昌
千
代
田
病
院
（
電
話

　
②
七
「
一
一
番
）
、
柳
田
医
院
（
電

　
話
日
②
二
九
五
（
）
番
）
、
田
中
病
院

　
（
電
話
門
川
③
一
四
四
六
番
）

▽
五
月
十
八
日
1
1
二
木
医
院
（
電
話
②

　
四
四
六
八
番
）
、
吉
森
医
院
（
電
話

　
②
四
〇
四
六
番
目
、
協
和
病
院
（
電

　
話
②
二
八
○
山
ハ
釆
川
）

▽
五
月
二
十
五
日
一
橋
口
医
院
（
電
話

　
②
二
六
〇
〇
番
）
、
永
田
医
院
（
電

　
話
（
麟
．
三
三
八
へ
番
）
、
田
中
医
院

　
．
（
電
話
②
二
五
「
五
番
）

●

O

O
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